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1. はじめに 
三重県内には陶磁器産地があり，陶磁器製造業

者だけでなく，釉薬を製造する事業者等の陶磁器

関連企業が生産活動を行っている．釉薬とは，陶

磁器の表面を覆うガラス質の部分であり，組成次

第で，陶磁器の水漏れ抑制等の機能を付与するこ

とが可能である．さらに，金属元素や顔料等を使

用することで，種々の発色を得ることができるた

め，陶磁器の意匠性の向上にも寄与する． 
当室では，多数の釉薬等のテストピースを保管

している．平成 7, 8 年に釉薬データベースを検討

してきた 1,2)が，釉薬等のテストピース資料のデジ

タル化は未実施であった．そこで本事業では，釉

薬資料をすべてデジタルデータ化するとともに，

鮮明な画像データを得ることで，検索可能なデジ

タルデータを作成することを目的とした． 
 

2. 釉薬資料のデジタルデータ化と検索 
 図 1 に，釉薬資料のデジタルデータを作成する

工程を示す．目的の釉薬資料を検索しやすくする

ため，作成したデータを特定のシステムで一元管

理した．システムの構築については，検索エンジ

ンが作成可能な Google Cloud プロダクトである

Vertex AI を活用して，デジタルデータをパソコン

でキーワード検索できるものとした． 
 釉薬を検索する場合，色の情報が必須になり，

また釉薬名や釉性状も手掛かりになる 3)．さらに，  
釉薬メーカーや窯元が本資料を利用する場合，焼 
成温度および雰囲気（酸化焼成，還元焼成）の情

報は，自社の製造設備に適用できるかを判断する 
 

ために必要となる．これら 5 項目について，実資

料を目視にて判断しながら，資料情報を入力して

デジタルデータ（PDF ファイル）とした．このデ

ータを Google Cloud に格納することにより，文字

認識可能な状態とし，続いて Vertex AI でキーワ

ード検索することにより，関連する釉薬資料が候

補としてパソコンモニターに出力されるシステム

を作成した． 
検索者は本システムを利用して，目的の釉薬資

料の情報が得られる．釉薬資料には，使用した原

料や配合量などが記載されているものがあり，こ

れらの情報は，釉薬開発を迅速に進めることに役

立つ．これまでは，手作業で釉薬資料を探す必要

があったが，パソコンで容易に検索できるように

なったことにより作業時間が短縮できた． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 釉薬資料のデジタルデータ作成フロー 
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 釉薬資料の検索システムは他産地でも整備され

ている 4,5)．しかし，釉薬テストピースに使用して

いる素地が磁器である場合が多く，焼成温度が比

較的高い．四日市萬古焼は，多くの窯元の焼成温

度が 1200 °C 以下等，低温焼成が特徴の陶磁器産

地である．このような焼成温度に適した釉薬は多

くないため，本システムで検索可能な釉薬資料に

は，他産地にない独自性がある．本システムで検

索した一例を図 2 に示す． 
 

3. まとめ 
 本事業では，当室が保有する釉薬資料のデジタ

ルデータを作成した．本釉薬検索システムはパソ

コンで容易に検索できるので，検索の作業効率が 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 釉薬資料のデジタルデータ（一例） 
 
 

向上できた．これにより，県内陶磁器製造業にお

ける釉薬開発の支援に役立つと考えられる． 
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